
山口大学前の店内は、ふんわりとよい香りが漂い、居るだけで癒さ
れる空間です。「子育て中のママたちがエステやハンドマッサージ

でとっておきの時間を過ごしてほしい」と願うマネージャーの堀之内さん。「観劇
を通じて、親子で過ごす時間を大切に」と願うこどもステーション山口の思いに共
感され、2018 年から ”支え人。”としてご支援いただいています。
お客様の中には学生からママになっても継続して通われる方や、お子さんと一緒
に来店される方も多いとか。 マッサージでお客様にリラックスして頂くことで、自分
自身も癒されますと話されていました。 忙しい日々、マッサージやエステで「とってお
きの時間」を過ごすのはいかがでしょう？

子どもに見せたいから。
体験って大事。
本物にふれさせないと。

子育てするとき、そんな風に考える人が多くなった
気がする。
そこに、おとな側の見たい、とか、体験してみたい、
という気持ちはあまりはいっていなくて、ただ子ども
への愛（期待？）がある。

これをやったら、なにかが育つ、とか、
これをみたら、頭がよくなる、とか、
そんな情報がたくさんありすぎて、選ぶのも大変そう。
これだけやったんだから、小さなうちからはじめた
んだから。人はなにかと、努力（？）に対して、目に見
える結果を求めがち。でも、結果が伴わない、目にみ
えないものこそ、こころに必要だったりする。

そのひとつが、アート。
芸術は不要不急なのか、という議論も記憶に新しい。
劇をみる、音楽を聴く、絵をみる、作る、触る。
五感をつかって、ただひたすらにその道をいくだれ
かの作品にふれ、わたしたちのこころはうごく。
本物には、こころをうごかすチカラがある。
こころのうごきはおおきかったり、ちいさかったり。
どこがどう育ったとはわからない。目にはみえないこ
とのほうが多いのかもしれない。
おとなも子どもも関係ない。
意味がわかる、とか、わからない、ではないし、記憶
にすら残らないかもしれない。
それでも、ふとしたときによみがえる。そんな瞬間が多
分ある。その瞬間を、だれかと共有できるとうれしい気
持ちになる。おなじものを見ていれば、それができる。

そのとき子どもは、興味をもたないかもしれない
けれど。 こころがうごいているわたし、なんか楽

しいかもしれないわたしがいて。 そして、そこに
この子がいて。
わたしを通して、そんな世界があることを、この子が
いま、知ったというただそれだけ。
舞台をみにいったこと、コンサートにいったこと、美
術館にいったこと。
子どもはおとなが楽しんでいる姿をみて、そんな世
界があるんだという記憶をきざんでいく。

子どもに体験させたい、子どもに見せたい、その感
情からはじまる新しい世界との関係。
それはとてもあたたかいけれど、結果からスタート
するのはやめてみてもいいのかも。
まずは、自分が楽しむこと。
おとなだって、知らない世界がたくさんある。
年齢なんて関係ない。
ほんもののもつチカラにふれて、もっと楽しもう。
もっともっと、こころをうごかそう。（カキタ）

2022年11月1日 発行
発行：認定NPO法人こどもステーション山口

ご意見・ご感想お待ちしています。
〒753-0047 山口市道場門前2-4-20国近ビル2F
TEL・FAX　083-925-1486　　co26station@yahoo.co.jp
OPEN  月～金10:00～17:00

こ ど も ス テ ー シ ョ ン 山 口 は

子どもたちが文化芸術に親しんで、心ゆたかな子ども時代

を過ごせることを願って活動しています。 プロの舞台芸術

に出会う舞台鑑賞会のほかに、キャンプやこどもまつりな

ど、たくさんの仲間といっしょに活動できる場をサポート。 

大人にも、”子どもと共に育ちあう”学習の機会を提供して

います。また各地区ブロックでは、会員が地域のつながりを

大切にしながら独自の楽しい活動を行っています。

入会お待ちしています…舞台鑑賞会の入場料が無料です！
正会員    月会費2,500円（子どもの登録OK）
　　　    子どもの登録料（一人500円/年）
準会員    月会費1,300円（大人だけの参加）
賛助会員 　個人会費：一口  5,000円/年　
　　　　　　団体会費：一口10,000円/年

※寄付も随時、募っています。  
※年間3,000円以上ご寄付いただいた方は確定申告により、税額控
　除が受けられます。
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さまざまな体験・たくさんのなかま…そんな出会いの中で子どもたちがいきいきと活動しているようすなどをお伝えします

第 回

それ、見返りもとめてませんか？

［こどもステーション山口　広報紙］

こどもステーション山口 WEBサイト
https://kodomo-st.org
こどもステーション山口の新着情報、
さまざまな活動のレポートを紹介しています。

4

《「支え人。」としてのご支援をいただいている企業》
   ■（株）メルシー　■リンドヴルム　■POLA Sweet

【こどもステーション山口の10月の会員】
  正会員 120人  準会員 60人  子ども登録数 233人  計413人

vol.
111

あそぶ・かんじる・そだつ

子どもは思い通りに育たない、なんてわかってるのに。
それでも、こうなってくれたらいいのにと、期待をいだいてしまうものです。
でも、そんな気持ちとっぱらったら…。 なんだか楽しくなってくるかも！

ベンリだから、ラクだから、みんながそうしてるから…
そんな今を立ちどまって、いっしょに考えてみませんか？

15
演劇days

12月18日（日）チェンバロコンサート
2023 年
2月23日（木）~26日（日）

11月17日（木）~19日（土）

19日（土）金子三勇士ピアノコンサート
公共ホール音楽活性化支援事業 （おんかつ）

クリエイティブ・スペース赤れんがは
こどもステーション山口が指定管理者となっています。

赤れんがだより
いちにちプレーパーク。誰からともなくつな引きがはじまった。子どももおとなも「ヨイショー！ヨイショー！」

新たな視点に出会う「アール・ブリュット」
中高生グループ 3p

4p

1p

2p

子どもたちの体験と活躍がすてき！

～みんなの遊び場　プレーパーク～

それ、見返りもとめてませんか？

遊びがひろがり、つながるように。

たちどまってミルかんがえてミル

編集後記
■習い事をやめるかで子どもと話し合い。ここまで続けたのに、
と思ったけど、「楽しい」が「苦痛」になった今がやめどきだったみ
たい。自分で決めたことなので、悔いのない様子。空いた時間に
公園を走ったり、バドしたり。なかなか楽しい。（ナガタ）

■家族で倉敷大原美術館へ。東洋館の人形のポーズに笑い、久々
にみたボナールで思いを馳せ、色んなことが身体に鮮やかに入っ
てきた 1日だった。前日の腹下しでヘロヘロな体には名物鯛茶漬
けが沁み渡った。（クラタ）

■母ちゃんが死ぬ夢みて目が覚めたんよー。え？まさか正夢…？ 
夢占いによると、親が死ぬ夢は自立を意味するとか。旅立ち、な
のでしょうか。なんかフクザツ。できれば、もっと素敵に登場し
たかったような。（カキタ）

非営利組織の信頼性の証である「グッドガバ
ナンス認証マーク」を山口県で初めて取得し
ました。（2020 年 12月認証）

POLA Sweetさん

とっておきの時間プロジェクト

穏やかな雰囲気の店内

活動に賛同した企業が、寄付つき商品を通して、活動を支える仕組み。
 「支え人。」としてこどもステーション山口を支えてくださる企業をご紹介。

山口市平井 1047-10　ユニゾン山大前 104
TEL/083-920-3028（完全予約制）
営業時間 /10:00~18:00   定休日 /日曜・祝日

おおきなあおむしとカマキリが！

☆イベント時のハンドマッサージ1回
　　　　　　　　　　　　100円を寄付
☆ボディマッサージコースの 0.5％を寄付

ささ びと

毎月１回 いちにちプレーパーク開催
11月6日（日）・12月10日（土）赤田神社

2022 年 11 月 1日 発行（年 2回）
発行 /認定 NPO法人こどもステーション山口「アール・ブリュット」という言葉を耳にしたことは

あるでしょうか？日本語では「生の美術」などと訳さ
れ、伝統や流行・教育などに左右されず自身の衝動
のおもむくままに表現した芸術を指しています。
現在の日本では、障害をもつ人の表現を通して知ら
れるようになってきました。

以前、学校の講演会でスクールカウンセラーの先生
のお話の中にありました。
人はだれもちがいがあり凸凹している。その凸凹
が、社会の許容する「境界線」を超えると、問題視さ
れやすい。けれど、その「境界線」は人や社会が決め
たものだったり、思いこんでいたりするものだ、と。

他より大きな凸凹は、ときにその人独自の表現で人
の心をひきつけます。
社会が決めた「境界線」内に入りきらない部分があ

るからこそできる唯一無二の表現。
そもそも「境界線」が存在しないのが “ 表現活動 ” 
“ アート ” です。
境界線がつくり出す先入観を取り除くことで、人と
ちがうこともその人そのものとして受け止められ
るのではないでしょうか。

障害者施設の施設長の言葉です。

一人の人間が絵を描きました。たまたま障害を
持っていました。こんなにブレずに一つのことを
やり続けているおもしろい人がいます。だから
知って欲しい。そんな想いのもと作品を社会に発
信していった先に、芸術的価値を見出してくれた
方々がいたんです。（やまなみ工房 施設長 山下完和さん）

人は一人ひとりちがう。そのことをしっかりと受
け止めて、その視点をアートに託しています。そ

もそもアートとは絵を描くといった手法だけを
指すのではなく、視点や考え方までを含んでいる
と思うのです。（みずのき 施設長 沼津雅子さん）

「DAIVERSITY IN THE ARTS PAPER 01」より

11 月 15 日～12 月 11 日、障害をもつ県内作家の作
品による「無心の森－アール・ブリュット－」展が、
山口県立美術館で開催されます。
新たな視点に出会うのは、とても面白いこと。その
きっかけをくれるのが、様々な作家の視点や生き方
にふれるアートだと
思うのです。
子どもたちにも大人
たちにも、たくさんの
作品＝作家たちに出
会ってほしい。子ども
たちと美術館へ出か
けませんか？（クラタ）

こ
ども
のきもち
友だちのママに
「大きくなったねぇ」と言われて

こうすけくんはお兄ちゃん

ひかりちゃん（3さい）

「うちのこうすけも

　　　おおきくなったよ」

き

舞台鑑賞会の予定

 変更になることがあります。ご了承ください。

楽まつり
12月16日（金）
山口市民会館 大ホール

LineUp
2022

《人形劇団むすび座》
3月12日（日）

《東京芸術座》

《田楽座》

12人の怒れる男たち
11月20日（日）
山口市民会館 大ホール

人形劇  トッケビ ー鬼ヶ島と呼ばれた島ー

山口市民会館 小ホール

乳幼児　 　低学年 　    高学年対象年齢

《kajii》
kajiiの日用品楽器コンサート
～食器は歌う～
2月18日（土）山口県教育会館ホール

《劇団仲間》給食番長
5月28日（日）
山口市民会館 小ホール

2023

新たな視点に出会う「アール・ブリュット」
表現することは、心の安定を保ったり、満たされたり。生活や心を豊かなものにしてくれています。
そんな表現との出会いで、みえてくるものがあります。



こんな舞台をみてきたよ

プレーリーダー養成講座
～プレーパークを山口に～

2022 5月
10月～ こどもステーション山口の舞台鑑賞会には

人形劇や舞台劇などいろんなジャンルがあります。

子どもたちの体験と活躍がすてき！

のんび
りゆったりアートな時間

０さいから３さいのための

それでも、やっぱり、外遊びー

中高生
グループ

肝だめし気持ち明る
め

とまらない

マンガパーティ

怖がりの多い中高生だけど、肝だめしは夏の恒例。怖
い話で雰囲気を高めると、2人組の小学生から出発。
夜になるにつれ、みんなのテンションも上がります。
隠れておどかすほうが怖いんですよね。回り終えた小
学生「あー、楽しかった！」と。お化け役、まだまだ修行
ですね。

持ち寄ったマンガの山に、始まる前
からワクワク。アイスブレイクで打ち解
けたら、今日のプランはほぼ自由！犬鳴の
滝で水遊びしても、寝転んでマンガを全巻
読破しても自由。午後からはドッジボールや水
鉄砲、長縄でも遊びました。中高生が声掛けし、
一緒に遊んでくれるので初参加の小学生もすっかり
仲間に。

中高生が自分たちで企画します。集まれば、議題よりも
雑談がだいぶ多め。学校も学年もちがう友だちとの雑
談が、きっと良い気分転換。コロナ禍で、活動の内容は
少し変えて、気持ちは変わらず試行錯誤して楽しく
やってます！

8月26日（金）　山口市民会館小ホール

楽しい３人組のゆかいな人形劇３本立て。
『へろへろおじさん』では、客席の子どもたち
が「おじさん！おじさん！」と必死で応援。

へんてこげきじょう 人形劇団 京芸

8月27日（土）・28日（日）
各地域交流センター他

繰り出されるマジックに、ワッと驚いて、クスク
スワハハと笑って、どうなったの？と疑問に
思って。事前企画で「マジック教室」も楽しみま
した。こんな不思議はだまされたって、大歓迎！

不思議ってステキ！
（低学年対象）

OHオフィス

8月21日（日）　春日山周辺

7月24日（日）
仁保　自然道場ふれあい広場

10月15日（土）10:00~17:30　山口県旧県会議事堂
16日（日）10:00~17:00　糸米川砂防園　　　

見よ！この
マンガの

山！

いいなー
と思うのは

、

昔子どもだ
ったおとな

も同じ
見よ！この

マンガの
山！

いいなー
と思うのは

、

昔子どもだ
ったおとな

も同じ

明るいうちの下見も入念に。中高生がお化け役！

5月 28日（土）山口市民会館大ホール
3年前の感動をもう一度。ほんとに、あのピアニ
カ？と驚きの演奏はいわずもがな、ミッチュリー
のメッセージに感動した人も多かったよう。

ピアニカの魔術師

●3才の娘がジャズをきいてうっとりし、タンゴのカ
スタネットでフラメンコのように指を動かしたり、
全身でピョンピョンはねたりしていました。これが
“平和 ”だなと感じました。（会員 30代）
●せかいいち、すごかった！！（会員小 1）

（低・高学年対象）

（高学年対象）

サウンドポケット

6月18日（土）
山口情報芸術センター スタジオA

まっくらな中にうかびあがるにんぎょひ
め。子どもからおとなまで、それぞれに感じ
るものがあった舞台だったのでは。

にんぎょひめ

5月 28日（土）
０さいからのピアニカLIVE

サウンドポケット

C・S赤れんが

●照明で本当ににんぎょが泳いでいるようでキレイ
でした！子どもたち5才・3才も、もっとみたい！と
みとれてました。（30代）

●はいしゃさんがおもしろかった（会員５才）
●娘のために来ましたが、わたしが涙が出るほど笑
わせていただきました。

●これほどすごいマジックははじめてでした。
（会員小２）
●はとはどこにいったのか、ふしぎ（一般４才）

to R mansion

9月 17日（土）山口県教育会館ホール

なにがあっても、みんながいるから大丈夫。
絵本の世界そのままに、元気でやんちゃなね
こたちと一緒に冒険しました。

１１ぴきのねこ

●11 ぴきのねこのみなさん、ありがとうございまし
た！！（８才）
●いろんな仕掛けがあり、おお～！なるほど、おもしろ
い～！！とわくわくしながら見ました。音楽や歌がノリ
ノリ で楽しい気持ちになりました。（一般40代）

（低学年対象）
※

※

※印はAFF2助成事業

※

人形劇団 クラルテ

32

山口市内で「いちにちプレーパ―ク」の活動が始まってから３年。
たくさんの大人たちが子どもの遊び場の「いま」そして「これから」に関わっています。

遊びがひろがり、つながるように。
～みんなの遊び場 プレーパーク～

「あぶない！よごれる！はやく！なかよく！順番
守って！」の言葉をグッと飲み込んで、寄り添いな
がら見守りたいものです。

プレーパークにはプレーリーダーが必ずいて、遊び
場全体を見守ります。子どもが生き生きと遊べるよ
うに環境を整える専門スタッフです。お父さんやお
母さん、子育てを終えた人、現役の保育士など立場
はさまざま。ボランティアとして、教育や福祉の勉
強をしている大学生、外遊びの得意な会社員など、
いろんな大人が参加しています。参加者からは「子
どものためと思って始めたけど、やってみると自分
たちが楽しんでいます」という声をよく聞きます。

あるプレーリーダーは東北の被災地で子どもの遊
び場ボランティアに参加し、外遊びで子どもの精神
状態が整うことを強く実感したそうです。また、仮
設住宅での移動プレーパークには子どもからお年
寄りまで集まり、人とのつながりや関わり合い、存
在が尊重される場所の大切さを感じたそうです。
「将来はプレーパークが三世代交流の場になればい
いな」と言われていました。

都会と地方ではどちらが外遊びをしているでしょ
う？千葉大の調査によると、実はどちらもほぼ同じ
くらい。小学生の 8割が平日にまったく外遊びをし
ていないという結果も。自然豊かな山口だから子ど
もたちは外で遊んでいるかといえば、そうでもない
ようです。夕方までの授業、塾や習い事、近くに友
だちがいない、ゲームや動画の普及など理由はさま
ざま。この数年は自粛期間やイベントの中止などで
気持ちもインドアになりがち。状況は都会も地方も
大きく変わりません。

子どもが小さいとき、無理なく行けて、子どものや
りたいことにゆっくり付き合える、そんな場所が
あったらいいなと思っていました。1対 1での外遊
びがしんどいとき、そこに気軽に話せる大人がいた
らもっといいなと。

プレーパークは子どもの「やってみたい」を育てる
ところ。禁止事項をなくして、子どもたちが自分の
責任で自由に遊ぶ空間です。全国的に広がりつつあ
り、山口市内では月 1回、「いちにちプレーパーク」
として市内の公園や神社の境内などで開催してい
ます。子どもたちが思い切り遊べるように、大人は

講師 嶋村仁志さん
TOKYO PLAY 代表。イギリスの大学でプレイワークについて学び、1996 年よりプレー
リーダーとして活動。現在は、国内外で冒険遊び場の立ち上げ支援に関わる。

「いちにちプレーパーク」の手作りの遊具や自然の
素材は派手ではないけれど、ゆっくり遊びながら季
節を感じられることが魅力です。椿油の抽出や完璧
な泥だんご作り。たき火で初めて間近に火を見た子
も。指絵の具のぬちゃぬちゃした触感。竹の、硬いけ
どナイフでスーっと切れる気持ちよさ。そこで感じ
るもの、人とのつながり、流れる時間は、忙しい今
の子どもたちにとって、ある意味とてもぜいたくな
のかも。

「明日は今日の続きをしようかな」「段ボールがあっ
たから基地を作ってみよう」大人が環境を整えれ
ば、子どもの遊びは途切れずに広がっていきます。
子どもの「やってみたら楽しかった」という思いを
消さないよう、何度でも行きたくなる場所であって
ほしいと思います。（ナガタ）

          

●子どもだからといって手を抜かず、レベルを下げ
ず、本格的な演奏に感動しました。（会員）
●子どもにとってはじめてのライブでとっても楽し
めました。（会員 30代）

小さい人のための「ピアニカの魔術師」。
ステージが近すぎる！と思うほど。迫力ある演
奏にくぎづけでした。

大好きな人といっしょに舞台を楽しむ「アー
トとの出会いの場」。
リラックスして観る３ヶ月連続企画でした。
全部に参加してくれた親子もいましたよ。

ほのぼの笑顔になる人形劇のあとは、工作
タイム。スペシャルな時間でした。
●こどもがずっと楽しそうにしていてそれを見
ていて嬉しかったです。お土産のカエルに感激
しました。（会員 40代）
●アットホームな雰囲気で “ 本物 ” に触れること
ができ楽しかったです。（会員 30代）

7月 23日（土）
がたんごとん がたんごとん
影絵音楽団くぷくぷ　おひざでだっこ

想造舎

ガムランの音色と、美しく響く歌声。異国情緒の
中でなじみあるお話に子どもたちは興味深々。
●とても細やかな影絵に娘も小さな声で「ワァ」と
言っていました。（一般 40代）
●なじみのある絵本と聞きなれないけどやさしい音色
の組み合わせが面白かったです。（一般 30代）

6月 4日（土）
ののはなげきじょう

人形劇団ののはな

子どもたちもインドネシア楽器を体験。

指絵の具は、手も足もつかって。 段ボールは格好の基地

   

  

「なぜ遊ぶことは大切なのか」
最近はいたずらできる子どもが少ない。いたずらし
て、やらかすことで、ここまでやったらだめだった、と
いう境い目を知る経験になる。それを知らないままお
となになると…。考えられないニュースを目にするの
は、このあたりに原因がありそう。という話題からはじ
まりました。
「遊ぶ」は自分で自分を育てていくための子どもの本
能。「やりたい」から、すべてのことがはじまっていくと、
お話されました。

「冒険遊び場とプレーリーダー」
1930 年代、デンマークでうまれたプレーパークの理

念は、「廃材遊び場」としてイギリスに伝わり、その後、
「冒険遊び場」という形で、日本では 1975 年に取り組
みが始まりました。
プレーリーダーとして遊び場で子どもと向き合うとき、
おとなは遊ぶことに寄りそうことが大切。それは、その
遊びを面白がって、成り行きにつきあい、頼まれたと
きだけ手を貸す、という距離感。ですが、これがとても
難しい。受け身に徹するプレーリーダーの葛藤のよう
なものを、少し想像することができました。

「危険について考える」
事故があったから撤去。問題がおきそうだから禁止。
どうしても、そんな制限が増えていきます。
小さなケガは育ちに必要である、という認識がひろま
ればどうでしょう。むしろ、危険にふれていないことが

危険である、ということもできます。
リスクへの挑戦と、ハザードとの違い。
本当にだめなものはだめ、というプレーリーダーの瞬
発的な判断力も問われます。

2日目は屋外へ出て、実技研修
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